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１ 様々な進路選択



中学校卒業後の選択肢

◆進学
①高等学校

②高等専門学校

③高等専修学校

④サポート校（広域通信制高校）

⑤東京都職業能力開発センター

◆就職
①縁故就職

②ハローワークで就職活動



◆進学

①高等学校
・全日制は３年間、定時制は原則４年間で卒業

・様々な学科、コース等がある

→学科によって卒業後の進路の選択肢が変わる

・都立と私立で特色、費用などが大きく異なる

・進学先として選ぶ生徒の人数が最も多い

（98.8％ ※令和元年高等学校教育の現状調査）

🔹都立高校 １８６校

🔹私立高校 ２３２校

🔹国立高校 ７校 ※令和６年度現在



②高等専門学校

 いわゆる「高専」

 入学後５年で卒業

 卒業後は次の進路へ選択できる

○「専攻科（２年間）」へ進学 ○大学（３年次）へ編入 ○就職

 工学系やＰＣ系の専門分野を学習、実験・実習を重視

 「ロボットコンテスト」「プログラミングコンテスト」等を全国開催

都内に３校

🔹産業技術高等専門学校（都立）

🔹東京工業高等専門学校（国立）

🔹サレジオ工業高等専門学校（私立）





③高等専修学校（専修学校の高等課程）

いわゆる「専門学校」

修業年限１年以上（高卒資格は取得できない）

３年以上の高等課程のうち、授業時数などの要件を満たす、

文部科学大臣が指定する課程（※大学資格付与指定校）

を修了した場合「大学への入学資格」が与えられる

通信制高校とあわせて入学し、卒業と同時に「高校卒業資

格」を取得できる「技能連携校制度」をとる学校もある

専門的な知識や技術を修得し、卒業と同時に国家資格が

得られる学校もある。

３年制の場合、卒業後に「専門課程」に進むことができる







④通信制高校

自学自習が基本。毎日通学することなく、時間の使い方を選

ぶことができる。

レポート、テスト、スクーリング（年に数回、各学校が指定する

会場で授業を受けること）により、卒業を目指す。



⑤通信制高校サポート校

通信制高校と提携し、その学校の卒業に向けて学習や生活

をサポートしてくれる学校。

習熟度に応じて授業の進度を調整するなど、生徒個人にき

め細かく対応しているところが多い

３年間で通信制高校を卒業できるよう、学習の計画を立て

たり、サポート校への通学スタイルを決めたりしている。

🔹学費等の例：週５回登校の場合 初年度 約８０万円程度



⑥東京都職業能力開発センター

いわゆる「職業訓練校」

職業に必要な知識・技能を身につけ希望の企業に
就職することを目的としている。高卒資格は取得で
きない

機械、建築・造園、塗装・印刷など多様な科目を用
意している

多くの科目が、高等学校卒業程度の基礎学力があ
る者を対象としている

「技能士補」「第二種電気工事士」などの資格を取
得できる

普通課程の授業料は、年額118,800円



２ 昨年度の本校の
進路実績



２ 昨年度の本校の進路実績 （R６.5.1 現在）

種類
公立高校
（都外含む）

私立高校
その他の

学校

就職

未定

人数 １３６名 ７７名 ２名 ２名

※進学先一覧は別紙参照



３ 都立高校入試



◆都立高校の特徴
○多様な学科

🔹普通 🔹農業 🔹工業 🔹科学技術 🔹ビジネス・商業
🔹理数科

🔹ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 🔹情報 🔹産業 🔹海洋国際

🔹家庭 🔹福祉 🔹理数 🔹芸術 🔹体育 🔹国際

🔹総合

○多様なタイプ

🔹ｴﾝｶﾚｯｼﾞｽｸｰﾙ 🔹ﾁｬﾚﾝｼﾞｽｸｰﾙ

🔹昼夜間定時制 🔹中高一貫教育校

🔹進学指導重点校 🔹進学指導推進校

🔹理数アカデミー 🔹英語教育推進校

🔹スキルアップ推進校 🔹ビジネス人材育成推進校 など

○私立高校と比べ、３年間にかかる費用が安い



松江第一中周辺の都立高校地図



◆都立高校入試の特徴

『推薦に基づく選抜』（いわゆる推薦受検） と

『学力検査に基づく選抜』（いわゆる一般受検）がある

中学校の成績「評定」を 「調査書点」として選考に用い

る （一部例外を除く）

原則、都内在住の生徒のみ受検できる

１つの選抜につき、１つの学校にしか出願できない

受検費用

全日制：入学考査料２２００円 入学料５６５０円

定時制：入学考査料 ９５０円 入学料２１００円



◆『推薦に基づく選抜①』

『①一般推薦』 『②文化・スポーツ推薦』 『③理数等
特別推薦』があり、②を志願する場合、同じ高校の①
にも出願できる

志望する都立高校が第１志望である必要がある

「中学校校長の推薦」が必要

合格したら「必ず」その学校に進学する

「調査書」「個人面接」「小論文」「実技検査」「科学
的な取り組みに関するレポート」などで選考を行う

募集人数が少なく、受検倍率が高い

不合格でも、『学力検査に基づく選抜』 で受検可能



◆『推薦に基づく選抜②』

得点合計の例

※調査書の満点は、総合成績に対して50％が上限

調査書 個人面接 集団討論
小論文・作文
実技検査

450 200
小論文
250

400 200 なし
作文
200

500 200 なし
実技検査

300



◆『学力検査に基づく選抜』
「①第一次募集・分割前期」と

「②分割後期・第二次募集」 がある

②はすべての学校が行っているのではなく、はじめ

から②のために定員を設けている学校か、①で定

員に達しなかった学校のみ行っている

 「調査書」、「学力検査」、「面接」、「実技検査」な

どで選考を行う

学力検査の出題範囲は中学校３年間の

学習内容



※ 学力検査の特徴

①全日制の第一次募集・分割前期募集は

・学力検査が５教科

・学力検査と調査書の比率が

「 学力検査 ： 調査書 ＝ ７ ： ３ 」

②実技系４教科の内申点は２倍

③全校で解答用紙にマークシートを採用



※昨年度の解答用紙（国語）



※昨年度の解答用紙（数学）



※昨年度の解答用紙（英語）



※昨年度の解答用紙（社会）



※昨年度の解答用紙（理科）



都立一般受検の総合得点 計算方法（例）
①調査書点（３００点満点）

②学力検査点（７００点満点）

③総合得点

＝

国 数 英 社 理 音 美 体 技家 素内申

５ ４ ５ ３ ３ ３ ４ ５ ３ ３５

５教科 実技４教科 換算内申

２０ ３０ ５０

２倍
÷６５×３００（約４.7倍）

調査書点

２３０

①国 ②数 ③英 ④社 ⑤理 合計

６５ ７７ ７４ ６１ ７１ ３４８

×１．４

学力検査点

４８７

調査書点

２３０

学力検査点

４８７

総合得点

７１７
スピーキングテスト

２０点満点＋ ＝



◆都立入試の受検日程

【スピーキングテスト】 検査日 予備日

令和６年１１月２４日（日） 令和６年１２月１５日（日）

※都立国際高校ﾊﾞｶﾛﾚｱｺｰｽ入学者選抜は、推薦の日程に準ずる

※昨年度よりすべての都立高校でＷＥＢによる出願が開始

検査実施日 合格発表日

【推薦に基づく選抜】
一般推薦/文化・スポーツ推薦
理数等特別推薦

令和７年
１月２６日（日）
１月２７日（月）

令和７年
１月３１日（金）

【学力検査に基づく選抜】

第一次募集/分割前期募集
定時制第一次募集

令和７年
２月２１日（金）

令和７年
３月３日（月）

【学力検査に基づく選抜】

分割後期募集/第二次募集
令和７年
３月１１日（火）

令和７年
３月１４日（金）

【学力検査に基づく選抜】

定時制第二次募集（昨年度）
令和７年
３月２７日（木）

令和７年
３月２８日（金）



※ 写真は昨年度の
ものです



中学校英語スピーキングテスト

ESAT-J

English Speaking Achievement Test 
for Junior high school students



テストの目的（東京都教育委員会）

小・中・高における一貫した英語教育の推進
により、生徒の「使える英語力」の育成を目
指す。

中学校における学習により身につけた「話す
こと」の力を客観的に評価し、中学校と高校
における英語指導の充実及び円滑な接続を
目指す。



令和６年度の実施について
1 実施日 令和６年１１月２４日（日）

予備日 令和６年１２月１５日（日）

2 会場

都立学校、民間施設（２００施設程度）

 （昨年度は都立大江戸高校)



実施について②
 3 申し込みの流れ

①本日配布の「進路関係書類の作成に向けた 生徒氏名 、

生年月日 、 住所 の確認について」の記入、提出

②７月上旬より生徒個人にID配布

③各家庭で個人情報を登録

→受験に使用する氏名を登録すること。（髙や𠮷など）

氏名は必ず住民票に記載されている本名で登録する。

都立入試の出願の際に正しい字でないと追加の手続きが必要。

→顔写真を撮影します。

※特別措置申請の申し込みは別途申請が必要（９月上旬まで）

④１１月中旬に学校より受験票配布

⑤１１月２４日（日）テスト実施



特別措置について
 特別な配慮が必要な生徒向けに「特別措置」を設定しています。

 複数区分の申請も可能

 特別措置を希望する場合には、受験申込の前に措置申請を行い
ます

 障害の程度や通常の学習状況を考慮してうえで、必要な措置を選
び英語科にご相談ください

 □視覚関係(点字、弱視、色弱) □聴覚関係

 □きつ音・発話関係 □発達障害 □その他

※措置を希望の生徒は実機をもとに仮体験することが可能です。



配点と結果の活用

諸活動の記録には委員会
などが記入されます。



A ８０～１００点
B ６５～７９点
C ５０～６４点
D ３５～４９点
E １～３４点
F ０点





やむを得ない理由で受験できなかった場合
不受験者として扱われます。（R４年度の場合）



テスト実施方法
昨年度の実施日程

・テスト時間は６５分間
・各会場は前半・後半
に分かれて実施



実施方法➁



●過去問、採点基準

●「話すこと」トレーニング

学習方法



ご不明な点は英語科、担任まで。



４ 私立高校入試



◆私立高校の特徴

学校ごとに校風や教育方針などに独自性をもつ

受験校の地域等に制約がない

男女別学の学校がある

・R3子供の学習費調査では高校の学校教育費が

公立：95万円 私立225万円（全国平均）

大学までの一貫教育を行っている学校がある

出願、選考方法、合格基準などを学校独自に設定



松江第一中周辺の私立高校（男子）



松江第一中周辺の私立高校（女子）



◆私立高校入試の特徴

都内私立では、『推薦入試』と『一般入試』があり、

『併願優遇を利用した一般入試』を行っている学校

が多い。

『推薦入試』 と 『併願優遇入試』は、高校の定める

条件を満たさなければ受験できない。中学校の「評

定」 を 「選考の基準」 として用いる学校がある

『一般入試』は複数の学校を受験することができる

一般的に都立高校よりも受験日程が早い



◆『推薦入試』を受験するための条件

受験する私立高校が第一志望である

「中学校長の推薦」

合格したら「必ず」その学校に進学する

各私立高校が定めている「推薦基準」を満たす

中学校と私立高校が「入試相談」を行う

家庭と私立高校が事前に「個別相談」を行う

※受験する可能性のある私立高校とは、

必ず「個別相談」を行っておきましょう！！



◆『併願優遇を利用した一般入試』とは

公立高校（一般受検）と併願する場合などに利用
できる

定めている基準を満たしている生徒に対して加点
などの優遇を行う場合がある

併願優遇を利用して合格した場合に、都立入試の
結果発表日まで入学金納付を延長できる

不合格となることがある

中学校と私立高校が「入試相談」を行う

・親子での「個別相談」がない場合は利用できない

※個別相談を必要としない学校があります。



◆私立高校の『個別相談』

７月～１１月の期間で実施

「学校説明会」や「学校公開」と一緒に行う

高校が多い

１学期または２年３学期の評定や出欠席の

記録などを基に、私立高校の定めた条件を

満たしているかを親子で相談する。



◆都内高校受験のしくみ（例）



５ 就職について



◆就職

①縁故就職
就職の意思や就職先について確認

②ハローワーク
ハローワークを通して就職先を紹介。本人の

職業適性を見極めながら就職活動をすすめる。
※令和５年度のハローワークを通した
就職内定率は８６．３％



６ 助成金・奨学金



◆種別

•学校に支払われ、授業料
に充てられるもの

•家庭に給付され、授業料
以外の教育費（学用品
費、教科外活動費、PTA
会費、修学旅行費など）
の負担を軽減するもの

•奨学生本人に貸与（利
子あり、なし）されるもの

など



◆支援団体
•文部科学省

•東京都教育委員会
（東京学校支援機構）

•東京都私学財団

•日本学生支援機構

など



令和６年度より

・国の就学支援金

・東京都の

授業料軽減助成金

は所得制限がなくなり
ました。

各ご家庭の所得が

ある保護者の人数、

所得の合計によって申
請先が変わりますが、
最大484,000円補助
されます。



※注意事項
「R７入学の新入生だけが受けられるもの」や、「高
校在学途中でも受けられるもの」、「家庭状況が急
変したご家庭が受けられるもの」など、形態は様々
あります。

所得制限がある場合があります。

同時には申請できないものがあります。

全日制や定時制、通信制などの課程によって支給
額が異なるものがあります。（都外私立の場合な
ど）

各ご家庭で申請する必要があります。



7 進路選択に向けた
心構え



◆大切にしてほしいこと
①どんな未来を生きていたいのかを考える

・自分の『将来』を見通す

②何をやりたくて、何をやりたくないのかを考える

・自分の『適正』を見つめる

③家庭で十分な話し合いをする

・進路は自分で切り拓いていかなければならない
が、家族の支援が絶対に必要

④人と比較しない、流されない

・友達はあなたの人生に責任をとれない



◆ 志 望 校を選ぶ ポイント（ 参考）

カリキュラム・授業内容

校風・方針・特色

自分の学力とあっているか

上級学校卒業後の進路

行事・部活動

施設・設備

通学時間

学費

※何を優先するかは人それぞれ



8 今後のスケジュール



◆今後の進路スケジュール

校内活動

三者面談

入試関係

定期考査
学力テスト

12月 1月 2月 3月6月 7月 8月 10月9月 11月

高校説明会
私立個別相談

2024年 2025年

進路
説明会

私立推薦→都立推薦
→私立一般（併願）
→都立一次→二次

進路
説明会

スピーキング
テスト

進路
相談

面接・集団討論の練習

「自己PRカード」作成

面接
講座

修学
旅行

合唱
コン



◆学校説明会について

すでに多くの学校で開催中

オンライン開催も増加

日程が合わない場合、相談により個別対応し
てくれることも

予約制の学校が多い

授業公開や体験授業、体育祭などの公開もあ
る

一度も直接見ずに受験校を決めるのはＮＧ！

興味のある学校は必ず、「説明会」「見
学会」に参加しましょう！！！



9 質疑・応答

後日回答させていただくことがござい
ます。



第２回 進路説明会１０月１１日（金）
・都立入試の準備から手続きまで
・私立「推薦」「併願優遇」に関する確認

本日はお忙しい中、お越しいただき
ありがとうございました。

保護者の方はお忘れ物のないようにご
退出ください。


